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　子育て支援センター主催の「あそびの広場」が、5月19日、健
康管理センターで開催され、18組、39名の親子が参加しました。
子ども達が一番楽しみにしていたのは、「しゃぼん玉遊び」。暖かい
日差しのなか、たくさんの「しゃぼん玉」が青空に舞い上がりました。
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小
国
町
立
病
院
は
、
昭
和
二
十

五
年
四
月
の
発
足
以
来
、
町
の
唯

一
の
病
院
と
し
て
地
域
医
療
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
の
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
国
や
地
方
の
財

政
悪
化
、
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り

平
成
十
五
年
度
決
算
以
降
は
収
支

赤
字
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
小
国
町
立

病
院
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
公
立

病
院
で
も
同
じ
局
面
に
立
た
さ
れ

て
お
り
、
抜
本
的
な
改
革
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
は
、
平
成
十
九
年
三
月
、

全
国
的
な
公
立
病
院
の
経
営
悪
化
、

医
師
不
足
に
伴
う
診
療
体
制
の
縮

小
な
ど
を
受
け
、
経
営
環
境
や
医

療
提
供
体
制
の
維
持
に
向
け
、
抜

本
的
な
改
革
を
実
施
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
国
の
自
治
体

に
示
す
と
と
も
に
改
革
プ
ラ
ン
の

策
定
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
公

立
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明

確
化
し
た
う
え
、
主
に
三
つ
の
視
点

（
経
営
効
率
化
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
、
経
営
形
態
の
見
直
し
）

で
の
病
院
改
革
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
受
け
、
町
立
病
院
で
は
、

平
成
二
十
一
年
三
月
に
小
国
町
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
の
概
要
に

国
町
立
病
院
で
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
、
町
立
病

院
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
経
営
改
善
方
策
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
小
国
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
概
要
と
今
年
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
い
き
い
き
半
日
ド
ッ
ク
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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つ
い
て
、
阿
部
院
長
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
平
成

十
九
年
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

院
内
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

独
自
の
委
員
会
を
組
織
し
、
業
務

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
や
、「
地
域
座
談
会
」
を
通

し
て
得
ら
れ
た
町
民
の
声
、
総
務

厚
生
常
任
委
員
会
（
議
会
）
で
の

ご
意
見
を
可
能
な
限
り
反
映
で
き

る
よ
う
進
め
て
き
ま
し
た
。
地
域

の
健
康
を
守
る
た
め
、
常
に
「
公
」

の
病
院
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
、

果
た
す
べ
き
役
割
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
整
理
を
進
め
、
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
町
立
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
、
町
の
唯
一
の
病
院
と
し
て
、

一
次
医
療
を
担
い
、
町
民
の
健
康

を
守
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
町
内

に
は
、
当
院
の
ほ
か
無
床
診
療
所

が
一
ヵ
所
、
開
業
医
が
二
ヵ
所
あ

り
ま
す
が
、
有
床
の
病
院
は
、
当

院
だ
け
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、

小
児
医
療
、
救
急
医
療
、
へ
き
地

医
療
に
つ
い
て
は
、
他
で
代
替
の

で
き
な
い
機
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、
小
国
病
院
は
、
併
設

施
設
と
し
て
、
老
人
保
健
施
設
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
別
法
人
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
「
癒
し
の
園
」
と
し
て

地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

設
に
と
っ
て
、
本
院
の
病
床
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
三
つ

の
視
点
か
ら
、
経
営
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１ 

経
営
の
効
率
化

　
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

小国町立病院

院 長　阿 部 吉 弘
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平
成
二
十
三
年
度
を
目
標
年
次

と
定
め
、
経
常
収
支
の
黒
字
化

を
目
指
し
、
数
値
目
標
（
下
表

参
照
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
主
眼
を
置
い

た
収
益
確
保
に
努
め
る
と
同
時
に
、

積
極
的
な
経
費
の
節
減
に
取
り

組
み
ま
す
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

救
急
医
療
や
小
児
医
療
な
ど
、

地
域
の
健
康
を
守
る
た
め
に
真

に
や
む
を
得
な
い
経
費
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
に
よ

り
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
他
の

医
療
機
関
等
と
の
連
携
強
化
の

た
め
の
医
療
連
携
室
、
健
診
機

能
の
拡
充
の
た
め
に
地
域
健
康

係
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
地
域
健
康
係
に
つ
い
て
は
、

看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
事

務
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
効

果
的
な
人
材
活
用
を
通
し
て
、

健
診
機
能
の
拡
充
・
予
防
医
療

の
強
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

２ 

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
置
賜
地
域
に
お
け
る
病
院
の

再
編
は
、
平
成
十
二
年
度
に
公

立
置
賜
総
合
病
院
を
中
心
と
し

た
再
編
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

な
か
で
、
小
国
病
院
は
単
独
で

の
病
院
維
持
が
必
要
で
あ
る
と

整
理
を
し
た
経
緯
が
あ
り
、
現

状
で
も
そ
の
考
え
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

つ
い
て
は
、
公
立
置
賜
総
合
病

院
等
の
高
度
医
療
提
供
機
関
と

電
子
デ
ー
タ
を
用
い
た
連
携
を

深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
小
国
病
院
を
受
診
し
て
、

脳
に
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
と
し

ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
置
賜

総
合
病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
現
状
の
紙
ベ

ー
ス
で
の
紹
介
と
い
う
よ
り
、

電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
医
療
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
迅
速
な
処
置
に
つ
な
が
り

ま
す
。
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
計

画
的
に
必
要
な
機
器
を
更
新
し

て
い
く
予
定
で
す
。

３ 

経
営
形
態
の
見
直
し

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民

間
委
託
等
の
選
択
肢
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
小
国
病
院
は
、

町
と
一
体
的
に
保
健
・
福
祉
・

医
療
・
介
護
を
提
供
す
る
「
癒

し
の
園
」
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
か
ら
、
現
状
の
経
営
形
態
を

維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
革
プ
ラ
ン
全
体
と
し
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
を
目
標
年
次
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
五
月
か
ら

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
取
り
組
み

に
「
い
き
い
き
半
日
ド
ッ
ク
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
予
防
医
療

の
充
実
を
図
る
た
め
、
組
織
的
な

強
化
を
踏
ま
え
新
設
し
た
事
業
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
並
行
し
て

健
診
結
果
を
一
元
的
に
管
理
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
健
診
結
果
は
、
手
書

き
の
資
料
で
整
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
こ
と
で
、
過
去
二
年
分
の
デ
ー

タ
と
の
比
較
が
可
能
に
な
り
、
円

滑
な
健
康
指
導
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
に
対
す
る
様
々

な
不
安
や
疑
問
に
対
す
る
総
合

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど

の
診
療
科
を
受
診
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
た
に
は
、
総
合

的
な
診
察
や
問
診
を
行
い
、
適

切
な
診
療
科
で
の
治
療
や
、
対

応
す
る
医
療
機
関
へ
の
紹
介
を

す
る
機
能
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

①経常収支比率とは、入院収益や外来収益などで、通常かかる費用（材料費、給与費、経費など）
を賄えるかという指標で、経常収益÷経常費用で計算されます。

②職員給与費比率とは、職員給与費が入院収益や外来収益などの医業に直接かかる収益の何％を占
めているかの指標で、職員給与費÷医業収益で計算されます。

③病床利用率は、80％前後が効果的な稼働率と言われています。入院患者数÷年延病床数で計算
されます。

財務に係る数値目標（％） 20年度19年度実績

93.8

71.1

76.4

87.1

72.6

80.4

93.1

69.6

82.7

99.7

67.9

82.8

100.0

63.3

82.0

21年度 22年度 23年度

①経常収支比率

②職員給与費比率

③病床利用率
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小国町立病院

地域健康担当看護師長  木 村 陽 子

　いきいき半日ドックは、特定健診を兼
ねた検査項目に骨密度検査や各種ガン
検査もオプションとして追加できる健康
診断で、どなたでも気軽に受けること
ができます。診療日の都合上、乳ガン
検診は月曜日、子宮ガン検診は金曜日
に再度来院していただく必要はありま
すが、これまでのドックよりも少ない時
間と費用で受診することができます。

Q  所要時間と自己負担額はどのくらいですか？

A 「いきいき半日ドック」という名称ですが、実際は半日もかからず、
受付からお帰りになるまで、90分程度で終わります。費用的に
も10,000円程度の自己負担額で、一般的な検査項目を網羅して
いますので、従来のドックより手軽に感じていただけるのではな
いでしょうか。

Q  オプション検査は、どのような項目があるのですか？

A 乳ガン検診と子宮ガン検診の他に、胃カメラ、超音波検査、尿酸
値、前立腺ガン、負荷心電図、肺機能検査、肝炎ウイルス検査
の項目から、ご希望の検査を選ぶことができます。

今後も、病院改革プランによる新たな取り組みや評価・点検は、広報・ホームページ等でお知らせしていきます。

　
今
回
の
プ
ラ
ン
策
定
は
、
町
唯

一
の
病
院
と
し
て
、
地
域
の
医
療

を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、

改
め
て
町
立
病
院
と
し
て
の
役
割

を
考
え
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
健
診
機

能
の
拡
大
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
や
医
療
相
談
窓
口
と
し

て
の
機
能
を
高
め
、
身
近
な
医
療

に
対
す
る
迷
い
や
不
安
を
取
り
除

く
と
と
も
に
、
次
の
段
階
で
は
、

公
立
置
賜
総
合
病
院
等
と
の
医
療

機
能
の
分
担
を
担
う
た
め
の
連
携

強
化
を
図
り
、
重
度
な
医
療
支
援

や
急
性
期
医
療
を
終
え
た
場
合
の

在
宅
復
帰
支
援
な
ど
、
高
度
医
療

機
関
と
家
庭
と
の
間
で
、
そ
の
橋

渡
し
役
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
小
国
町
立
病
院
は
、
隣
接
す

る
癒
し
の
園
全
体
で
、
町
民
の

皆
様
の
生
ま
れ
て
か
ら
の
一
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を

再
認
識
し
、「
公
」
の
心
を
大
切

に
持
ち
続
け
な
が
ら
運
営
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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黒
沢
峠
周
辺
の
景
観
を
守
る
た

め
、
黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
で
は
、

町
内
で
被
害
が
拡
が
っ
て
い
る
ナ

ラ
枯
れ
に
よ
る
被
害
木
の
駆
除
、

未
被
害
木
の
健
全
性
を
維
持
す
る

た
め
の
殺
菌
剤
注
入
作
業
を
「
や

ま
が
た
緑
環
境
公
募
事
業
」
の
採

択
を
受
け
、
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

保
存
会
で
は
、
五
月
十
二
日
、
置

賜
森
林
管
理
署
、
町
、
森
林
組
合

の
指
導
を
受
け
て
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
、
保
存
会
で
は
、
被
害
木

に
は
薬
剤
に
よ
る
病
害
虫
の
駆
除

と
伐
倒
、
未
被
害
木
に
は
、
殺
菌

剤
を
注
入
し
て
病
害
虫
が
穿
孔
し

て
も
枯
れ
な
い
手
立
て
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
事
務
局

長
の
保
科
勝
見
さ
ん
は
、

　「
峠
道
に
は
、「
楢
の
木
平
」
と

い
う
地
名
が
あ
る
よ
う
に
、
た
く

さ
ん
の
ナ
ラ
が
植
生
し
て
い
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ラ
枯
れ
の
被

害
で
、
そ
の
景
観
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
が
心
配
で
す
。
ま
た
、
枯
れ

た
木
の
枝
が
落
下
し
、
通
行
人
に

危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
連
携

し
て
、
峠
道
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
初
回
の
開
催
と
な
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
、
五

月
二
十
日
、
町
民
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
13
名
の
か
た
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動

き
で
、
呼
吸
、
精
神
、
身
体
の
三

つ
を
整
え
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
「
健
美
操
教
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
主
催
の（
仮
称
）お
ぐ
に
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、

今
後
も
ヨ
ガ
や
カ
ヌ
ー
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

小
国
町
議
会
　
各
委
員
会

委
員
長
・
副
委
員
長
が
選
任

小
野
町
長

山
形
県
町
村
会
長
に
再
任

や
ま
が
た
緑
環
境
公
募
事
業
と
は

　「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
を
活
用

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
森
づ
く
り
活

動
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
五
月
に
開
か
れ
た
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
委
員
長
・
副
委
員
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。(

◎
委
員
長
、

○
副
委
員
長)

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

◎
安
部
　
春
美
　
○
佐
藤
　
祐
一

文
教
産
建
常
任
委
員
会

◎
今
　
　
正
徳
　
○
齋
藤
　
英
洋

議
会
運
営
委
員
会

◎
齋
藤
　
英
洋
　
○
佐
藤
　
祐
一

　
山
形
県
町
村
会
総
会
が
、
五

月
十
八
日
に
県
自
治
会
館
で
開

催
さ
れ
、
小
野
町
長
が
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
二
十
三
年
五
月
ま
で
の
二
年

間
と
な
り
ま
す
。

　
小
野
町
長
は
、
本
年
四
月
十

三
日
に
開
催
さ
れ
た
県
町
村
会

臨
時
総
会
で
会
長
に
選
出
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
前
任
の
期
間
を
努
め

て
い
ま
し
た
。

　
小
野
町
長
は
、
県
町
村
会
会

長
と
し
て
、
県
町
村
自
治
の
振
興
・
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平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
で
、
元
山

形
県
交
通
安
全
協
会
副
会
長
の
舟
山
慶

三
さ
ん
（
岩
井
沢
）
が
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
舟
山
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
小

国
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
に
就
任
さ
れ
、

平
成
五
年
か
ら
十
二
年
間
、
同
協
会
会

長
を
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
県
交
通
安
全

協
会
常
任
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
し
ま

し
た
。

　
舟
山
さ
ん
は
「
今
後
も
体
が
続
く
限
り
、

側
面
か
ら
協
力
し
た
い
」
と
地
域
の
交

通
安
全
に
対
す
る
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

舟
山
慶
三
さ
ん

旭
日
双
光
章
を
受
章

　
平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
で
、
元
小

国
町
消
防
団
分
団
長
の
�
橋
忠
雄
さ
ん
（
伊

佐
領
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
�
橋
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
か

ら
平
成
十
年
七
月
ま
で
の
四
十
年
二
カ
月

の
永
き
に
わ
た
り
、
町
消
防
団
員
と
し
て
、

火
災
予
防
活
動
や
火
災
現
場
で
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

　
�
橋
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

大
き
な
事
故
や
怪
我
も
な
く
、
消
防
団
員

と
し
て
活
動
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

�
橋
忠
雄
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

東
北
電
力
が
防
犯
灯
を
寄
贈

発
展
に
向
け
た
要
職
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
五
月
十
二
日
、
東
北
電
力
長
井

営
業
所
に
よ
る
防
犯
灯
六
基（
32

Ｗ
）
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
北
電
力
の
地
域
活
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
寄
贈
式
に
訪
れ
た
佐
藤
好
信
所

長
は
、「
明
る
く
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
の
一
助
と
し
て
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、

防
犯
協
会
各
支
部
の
申
請
に
基
づ

き
、
町
内
各
所
へ
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　平成21年経済センサス-基礎調査が、

7月1日、全国一斉に行われます。調

査の結果は、国、都道府県、町が地域

開発や都市計画など私達の生活をより

良くするために必要な基礎資料となり

ます。

　調査方法は、6月24日から調査員が

お伺いして直接調査票を配布・回収す

る方法が主となりますが、一部につい

ては、総務省、都道府県もしくは町か

ら郵送等により調査する方法で行います。

調査票が届きましたら、必ずお受け取

りになって、もれなくご記入ください。

調査員がお伺いした場合は、必ず「調

査員証」を携行していますので、安心

してご協力をお願いいたします。

平成21年 経済センサス－基礎調査
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　第31回小玉川熊まつりが、５月４日、梅

花皮荘前で開催されました。約2,000人が

訪れた会場では、山の神に狩りの無事を願

い、その恵みに感謝する神事が行われたほか、

対岸の斜面では熊狩りの模擬実演が行われ

ました。また、熊を追い立てる勢子に扮し

た大声大会も行われ、観光客や子どもたち

が飛び入り参加し、イベントを盛り上げて

いました。会場周辺には、地域の食材を中

心に物販コーナーが展開され、用意された

熊汁約600食が完売するなど、多くの観光

客らで賑わっていました。

　小玉川公民館などが主催する「マタギの里で

伝統文化体験春編」が、５月６日と７日の２日

間、小玉川地区周辺で開催されました。

　このイベントは、わらび園の山焼きや地元マ

タギ達との交流会を通して、地域の自然や伝統

文化に触れてもらおうと企画されたものです。

　山焼き作業には、県内外から訪れた12名の

交流客とフィールドワークに訪れた東北芸術工

科大学の学生ら８名が参加しました。わらび園

には、コゴミやタラの芽などの山菜が芽吹いて

おり、参加者の皆さんは、作業と同時に、山菜

の収穫も楽しんでいました。

マタギ達を浄める、湯立の儀式

地域のかたと共に作業にあたる参加者
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　第20回おぐに石楠花まつりが、５月１日

から６日までの６日間、道の駅「白い森お

ぐに」特設会場で開催され、計5,840名が来

場しました。

　会場には、町内の愛好者らが丹精込めて

育てた約450鉢の石楠花が飾られ、来場さ

れたかたがたは、色鮮やかな石楠花に見入

っていました。会場周辺には、岩魚や山菜

などの物販コーナーも展開され、多くのか

たが小国の春を満喫していました。

　今回は、20回目を記念して、関係者によ

るもち撒きが行われたほか、町内団体によ

る「よさこいソーラン」や「チンドン隊」

などの日替わりイベントも展開され、道の

駅周辺はたいへんな賑わいをみせました。

県内外のから多くの方が訪れた、石楠花まつり会場

20回を記念して行われた「もち撒き」

町商工会有志らで結成された「チンドン隊」
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4/294/29

5/115/11

5/165/16

岩魚との真剣勝負
　小玉川岩魚ランド釣り大会が、4月29日に
開催され、町内外から約40名が参加しました。
　晴天に恵まれたこの日、会場にはたくさん
の岩魚が放流されました。ベテランから家族
連れまで、思い思いの仕掛けを使い、次々と
岩魚を釣り上げていました。
　なお、優勝したのは、制限時間の2時間で、
約 40匹、計 8kgの岩魚を釣り上げた長井市
の男性でした。

花壇を彩る  花植えボランティア

～小玉川岩魚ランド釣り大会～

　おぐに開発総合センター周辺の花壇整備が、
5月11日に行われました。
　この作業には、町商工会女性部と高校生ボ
ランティアサークル「さくら」のメンバー計20
人が参加し、サルビアやマリーゴールドなどの
苗1,590株が植えられ、花壇はきれいに彩ら
れました。
　参加した小国高校3年の木村智聡さんは、「こ
うして地域のかたとお話しながら作業できるの
で、とても楽しいです。これかも積極的にボ
ランティア活動に携わりたい」と話されました。

春見～つけた！  こども愛ランド
　こども愛ランドが、5月16日、梅花皮荘周
辺で開催されました。これは、子育て支援セ
ンターが、概ね2歳から小学校入学前の子ど
もとその保護者を対象に、親子の交流の場を
提供しているもので、月1回、開催している
ものです。
　今回のテーマは「春探し」、参加した13組
の親子は、田んぼでおたまじゃくしを見つけた
り、公園でたんぽぽを摘み取ったり、豊かな自
然の中で、春を感じていました。

清流に釣り糸を垂れる参加者

晴天のなか行われた花植え作業

子ども達は、池のお魚にも興味津々
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4/264/26 新潟大学学生が開園作業を体験
　新潟大学の教授と学生ら20名が、4
月26日、樽口地区を訪れ、わらび園
の開園に向けた準備作業を体験しました。
　この日は、わらび園の「山焼き作業」
を予定していましたが、悪天候により
中止となったため、山焼きの準備作業
を行いました。地元わらび園組合の指
導のもと、学生達は、班ごとに分かれて、
丁寧に作業を行っていました。
　新潟大学では、学生達が学部の垣根
を越えてグループを作り、地域が抱え
る課題を学ぶプログラム「ダブルホー
ム制」に取り組んでおり、今回は、そ
の一環として樽口地区を訪れたものです。
今後は、学生が主体となり、年間を通
して、樽口地区の地域行事を体験する
予定です。

～樽口観光わらび園～

4月26日、学生らが山焼きの準備作業を体験

5月17日、わらびの収穫をする観光客
樽口観光わらび園は、5月17日に開園を迎え、

大勢の観光客で賑わっていました。

　
樽
口
観
光
わ
ら
び
園
の
物
販

コ
ー
ナ
ー
で
、「
わ
ら
び
そ
ば
」

を
打
っ
て
い
る
米
野
岩
根
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
一
般
的
に
、
山
菜
そ
ば
と

言
え
ば
そ
ば
の
上
に
山
菜
が
乗

っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
わ
ら
び
園
で
販

売
し
て
い
る
わ
ら
び
そ
ば
は
、

乾
燥
さ
せ
た
わ
ら
び
を
粉
末
状

に
し
て
、
そ
ば
粉
と
混
ぜ
て
作

っ
て
い
ま
す
。
他
で
は
な
か
な

か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
、
地
域
を
あ
げ
て
考
案
し

た
も
の
で
す
。
ツ
ル
ツ
ル
と
し

た
食
感
が
、
観
光
客
の
か
た
が

た
に
も
好
評
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

樽
口
地
区

〜
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
新
メ
ニ
ュ
ー
〜

さ
ん

米

野

岩

根
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■
日
　
時
　
７
月
４
日
㈯
午
後
４

時
〜
５
日
㈰

■
集
合
場
所
　
飯
豊
山
荘

■
定
　
員
　
80
名

■
申
込
期
限
　
６
月
22
日
㈪

■
問
合
先
　
産
業
振
興
課
へ

■
募
集
期
間

　
６
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

■
募
集
人
数
　
５
名

■
募
集
対
象
　
満
18
歳
か
ら
満
65

歳
ま
で
の
か
た
で
、
泳
ぐ
こ

と
が
で
き
る
か
た

■
勤
務
地
　
町
民
プ
ー
ル

■
勤
務
期
間

　
７
月
８
日
㈬
〜
８
月
24
日
㈪

■
勤
務
内
容
　
監
視
業
務
、
受
付

業
務
、
清
掃
管
理
業
務

■
申
込
方
法
　
履
歴
書
を
教
育
委

員
会
事
務
局（
総
合
セ
ン
タ
ー

内
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

■
日
　
時
　

　
①
６
月
22
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
26
日
㈮
の
五
日
間

　
②
10
月
13
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
15
日
㈭
の
三
日
間

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
小
国
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
ほ
か

■
対
象
者
　
町
内
に
住
む
57
歳
以

上
の
か
た（
定
員
20
名
）

■
募
集
期
限
　
６
月
15
日
㈪

■
受
講
料
　
無
料

■
問
合
先
　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
℡
61-
０
０
３
０
）へ

■
募
集
人
員

①
警
察
官
Ａ（
男
51
名
、女
５
名
、

武
道
指
導
　
柔
道
・
剣
道

各
１
名
）

　
②
警
察
官
Ｂ（
男
34
名
、女
５
名
）

■
受
験
資
格
　
昭
和
49
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

①
は
、
大
卒
又
は
３
月
卒
業

見
込
み
の
か
た
、
②
は
、
そ

れ
以
外
の
か
た

■
受
付
期
間
　
①
６
月
29
日
㈪
ま

で
、
②
７
月
31
日
㈮
〜
８
月

31
日
㈪

■
一
次
試
験
　
①
７
月
12
日
㈰
、

（
７
月
13
日
㈪
武
道
指
導
）

　
②
９
月
20
日
㈰

■
問
合
先
　
小
国
警
察
署

　（
℡
62-

０
１
１
０
）へ

■
募
集
住
宅
　
３
Ｄ
Ｋ
４
戸

■
対
　
象
　
同
居
親
族
が
あ
る
か

た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
間

　
６
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

■
入
居
時
期
　
８
月
上
旬

■
家
　
賃
　
所
得
に
よ
り
決
定

■
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先

　
す
ま
い
の
情
報
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
３
８-

24-

２
３
３
２
）

■
日
時
と
会
場

　
第
一
回
　
６
月
23
日
㈫
梅
花
皮
荘

　
第
二
回
　
10
月
22
日
㈭
り
ふ
れ

※
午
前
10
時
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
へ
集
合
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
　
要
介
護
認
定
一
〜
五

の
判
定
を
受
け
て
い
る
か
た

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族（
定
員
30
名
）

■
参
加
費
　
千
円

■
問
合
先
　
健
康
福
祉
課
へ

■
期
　
日
　
６
月
７
日
㈰

■
場
所
・
時
間
・
内
容

・
第
一
会
場
　
町
民
広
場

　
午
前
９
時
〜
観
閲
・
部
隊
訓
練
、

す
み
れ
保
育
園
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

・
第
二
会
場
　
ア
ス
モ
西
側
周
辺

　
午
前
10
時
20
分
〜
火
災
防
御
訓
練

・
第
三
会
場
　
ア
ス
モ
東
側
周
辺

　
午
前
10
時
50
分
〜
分
列
行
進

・
第
四
会
場
　
町
民
広
場

　
午
前
11
時
20
分
〜
講
評
・
表
彰
式

※
ア
ス
モ
周
辺
で
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
水
し
ま
す
の
で
、

洗
濯
物
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
消
防
署
小
国
分
署

　（
℡
62-

２
１
５
４
）へ
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町では、6 月からエコスタイルキャンペーンを実施しています。
今月の町長と語る日は 6 月29日（月）です。お気軽においでください。

町長室専用メール e-mail shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 町長室専用FAX FAX.0238（62）2611

子
育
て
支
援

 

セ
ン
タ
ー
か
ら

★ 
あ
そ
び
の
広
場 

★

■
日
　
程
　
６
月
９
日
、
16
日
「
子

育
て
講
座
」
幼
児
救
急
講
座
、

23
日
、
30
日

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

な
か
よ
し
広
場 

★

■
日
程
と
場
所

　
６
月
４
日
、
18
日

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
６
月
11
日
、
25
日

　
　
お
ぐ
に
保
育
園

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド 

★

■
日
　
時
　
６
月
13
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

■
場
　
所
　
横
川
ダ
ム
周
辺

■
内
　
容
　
き
て
く
ろ
館
・
ダ
ム

見
学
、叶
水
ビ
オ
ト
ー
プ
散
策

■
申
込
期
限
　
６
月
11
日
㈭

■
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●新着図書
◆告白
◆ポトスライムの舟
◆イラクは食べる
◆高齢者は社会的弱者なのか

◆幕末史
◆読家族への夢

◆遺品整理屋は見た！
◆白い森くらしの資料館図録

◆春さんのスケッチブック
◆ヨハネスブルクへの旅

●休館日…毎週月曜日

湊　かなえ
津村記久子
酒井　啓子

袖井　孝子
半藤　一利

日本ドリーム･プロジェクト
吉田　太一

小国町教育委員会
依田　逸夫

ビヴァリー・ナイドゥー／作
もりうちすみこ／訳

総合センター図書室から

児童手当を振り込みます
　6月8日㈪に6月期（2～5月）の児童手当を振り込み

ます。該当するかたは、申請口座をご確認ください。

　児童手当は申請により、申請の翌月から支給され

ます。平成9年4月2日以降生まれの児童を養育して

いるかたや、転居などで手続きしていないかたは、

早めに申請してください。（所得制限あり）

　交換機の設備更改に伴う交換所の交

換機切替工事のため、下記時間帯にお

いて約3分程度、電話・FAX・インタ

ーネット等のご使用ができなくなりま

す。なお、データ通信等でご利用いた

だいている場合は、工事終了後にシス

テムの再立ち上げが必要となる場合も

ありますので、ご確認をお願いします。

■期　日
　①6月16日㈫ 午前1時10分～1時30分

　②6月30日㈫ 午前1時10分～1時40分

■対　象
　①市内局番61・63・64・67局のISDN回

　　線をご利用のかた

　②市内局番61・62局のISDN回線をご

　　利用のかた

■問合先
　ＮＴＴ東日本山形支店

　（フリーダイヤル 0120-329150）へ

児童手当現況届を忘れずに
　現在、児童手当を受給しているかたは、引き続き

児童手当を受ける要件の確認のため、6月に現況届

を提出しなければなりません。受給しているかたには、

6月上旬に書類を送付します。（提出期限 6月30日㈫）

　平成21年1月1日現在、小国町に住所を登録してい

ないかたは、平成21年度（平成20年分）児童手当用所

得証明書が必要です。またそれぞれの状況により、

必要な書類がありますのでご注意ください。

　これまで所得制限などにより受給されていないか

たで、新たに要件に該当するかたは、申請が必要です。

■問合先　健康福祉課へ

電話ご利用の一時中断のお知らせ
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● ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
● 携 帯 電 話 向 け サ イ ト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
● 総合センター（教育委員会事務局） 362－2141　● 小国町健康管理センター（健康福祉課） 361－1000
● 子育て支援センター 362－2330　● 町民体育館 362－5421　● 町立病院 361－1111　● 老人保健施設 361－1200
● 癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　6月の税金等の口座振替は、次のと
おりです。振替日の前日まで、指定
の口座に入金してください。

●6月26日㈮　水道料
●6月30日㈫　町県民税（1期）、介

護保険料、下水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料など。

■問合先　税務出納課へ

　平成22年3月学校卒業予定者を

対象とした、求人事業所説明会を

下記の日程で開催いたします。新

規学卒者を採用予定の事業所の皆

様のご出席をお待ちしております。

■日　時　６月18日㈭

　　　　　午後２時～午後４時

■場　所　タスパークホテル

　　　　　３Ｆアイリス

■問合先　長井公共職業安定所

　　　　　（電話 84-8609）へ

　
左
の
表
は
、
５
月
20

日
現
在
の
求
人
内
容
で

す
。
無
効
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
℡

84
│
８
６
０
９
）へ

事 業 所 名 職 種 勤 務 時 間求人数

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

遠 藤 建 設 ㈱

㈱ キ ュ ア ド リ ー ム

伊 藤 建 築

㈲ 花 の ひ ら の

㈱ 横 川 建 設

特別養護老人ホーム　さいわい荘

大 河 内 産 業 ㈲

安 部 工 業 ㈱

㈲ 東 部 開 発

小 国 町 森 林 組 合

㈱太陽警備保障　長井営業所

特定非営利活動（NPO）法人まんまる

第一生命保険相互会社　坂町支部

小 国 開 発 ㈱

ハ イ コ ー ㈱

㈱ 山 芳 工 務 店

㈲白い森よこね物産品直売所

山形県教育庁　スポーツ保健課

㈱ ナ ウ エ ル

東北森林管理局　置賜森林管理署

山 和 建 設 ㈱

医療法人社団 緑愛会 満天の家

ひさご電材㈱　小国工場

レジ係

営業

土木施工管理技士

介護職員

建築大工・見習可

生花販売・配達（店長候補）

土木施工管理技士（見習い可）ほか

看護師ほか

ダンプ・重機運転士ほか

型枠大工・一般作業員

農作業全般・他

林産業務ほか

警備

世話人（介護）

生命保険コンサルタント

技術員

電気工事（見習い可）

建築設備

販売他

臨時安全巡視員

設備業務及び運転手

登山道等の巡視ほか

土木施工管理技士ほか

介護職（正・准）

電気部品製造（電課制道畑工）

3人

1人

1人

2人

1人

1人

4人

2人

7人

10人

3人

2人

5人

1人

5人

2人

2人

5人

3人

11人

1人

2人

4人

2人

1人

8：45～18：00

9：00～18：00

8：00～17：00

6：30～15：30ほか

8：00～18：00

8：00～17：00ほか

8：00～17：00

8：30～17：30ほか

8：00～17：00

8：00～17：00

8：00～17：00

7：30～17：00

8：00～17：00

6：30～9：30ほか

9：00～17：00

8：00～17：00

8：00～17：00

8：00～17：00

9：00～18：00間5時間程度

7：15～8：45ほか

8：30～17：30

8：00～16：45

8：00～17：00

8：30～17：30ほか

8：30～17：50

■日　時　６月17日㈬
　　　　　受付 10:30～14:30
　　　　　相談 11:00～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

　一定の障害があるかた、母子家庭などのかたは、
医療費助成を受けられる制度があります。すでに
医療証の交付を受けているかたは、有効期限が６
月30日までとなっているため、更新手続きが必要
になります。６月中旬以降に更新通知を送付いた
しますので、手続きを行ってください。

■対象者
重度心身障害（児）者医療証

住民税所得割の額が23万５千円未満のかた
身体障害者手帳１、２級のかた、精神障害者
保健福祉手帳１級のかた、療育手帳Ａのかた、
国民年金及び公的年金各法の障害者等級１級
の障害基礎年金を受給しているかた　ほか

母子家庭等医療証
所得税非課税世帯のかたで次に該当するかた
・18歳以下の児童を扶養している母親とその
　児童
・両親のいない18歳以下の児童

■申請に必要なもの
　保険証、印鑑、該当することが確認できる書類

■問合先　町民課へ

福祉医療証の更新時期です

来春卒業予定の中学生・高校生
を採用予定の事業主の皆様へ
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● 小 国 町 役 場 362－2111㈹ 562－5464
● 行 政 管 理 室 362－2112　● 政 策 企 画 室 362－2264　● 住民窓口担当・町民生活担当 362－2260
● 国保医療担当 362－2261　● 税 政 管 理 室 362－2403　● 出 　 納 　 室 362－2406
● 農 林 振 興 室 362－2408　● 商 工 観 光 室 362－2416　● 建設管理室・上下水道室 362－2431
● 建 設 技 術 室 362－2432　● 議 会 事 務 局 362－2448

6月12日㈮ 1歳6ヵ月児健診 12：30～13：00 H19年10月、11月、12月

6月24日㈬ ポリオ予防接種 13：00～13：30 H20年5月～12月

6月26日㈮ 4ヵ月児健診 13：10～13：20 H21年2月

1歳児健診 13：00～13：10 H20年6月

保健カレンダー ■問合先　健康福祉課へ

健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳

期 日

変　更　前（平成21年6月まで）

3歳未満児を対象として所得制限なし所 得 制 限 就学前乳幼児すべてを対象として所得制限なし

3歳未満児で所得制限により県事業に
該当しないかたは、申請により「乳
幼児医療費受給券」を交付

医療受給券等
就学前乳幼児で所得制限により県事業に該当し
ないかたには、申請により「子育て医療受給券」
を交付

◎入院　1,200円／日�
◎入院時の食事代�
◎外来、調剤、訪問看護は、医療保険の自己負担額

◎入院時医療費の自己負担なし�
◎入院時の食事代�
◎外来、調剤、訪問看護は、医療保険の自己負担額

《申請に必要なもの》�
・医療受給券または医療証　　・保険証　　・印鑑　�
・受給者名と保険点数の入った領収書　　　・医療費の振込先がわかるもの

医療費を支払った領収書を持参のうえ、
療養費の支給申請を行ってください。

療養費（医療費）
の申請について

●子育て医療受給券を交付された方�
　医療費を支払った領収書を持参のうえ、支給
申請を行ってください。�

●現在、県事業子育て支援医療証の一部負担金
有のかた　【青色の医療証をお持ちのかた】
　平成21年7月以降の医療機関受診分については、
自己負担額を支払った領収書を持参のうえ、
支給申請を行ってください。

変　更　後（平成21年7月から）

自 己 負 担 額扶養人数 所 得 額

0人 460万円

1人 498万円

2人 536万円

3人 574万円

所得税が課せられたかた

所得税が課せられないかた

内 容 時 間 対象のお子さん（生まれた月） 場 所

　就学前乳幼児を対象にしていた「乳幼児医療給付制度」が、小学生までを対象とした「子
育て支援医療給付制度」に変更になりました。現在お持ちの「乳幼児医療証」は名称が変更
になっても有効期限までお使いいただけます。詳しくは、町民課までお問合せください。

　町単独事業と県事業をあわせて、就学前のお子さんの医療費が無料になります。

子育て支援医療  制度変更のお知らせ

就学前乳幼児（町単独事業の拡充）

　平成21年7月診療分より入院分について対象となります。入院をされるとき又は入院をされ
た時は、医療証の申請に早めに役場町民課までおいでください。
　申請に必要なものは、お子さんの名前の記載がある健康保険証と前年又は前々年所得がわ
かるもの（転入者のみ）です。また、所得制限により該当にならない場合があります。

小学1年生から6年生まで　～新規～

【所得制限】 【自己負担額】
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兵 庫 舘 須 貝 欧 右
おう す け 公 一

美 香

小 国 町 高 橋 謙 聖
けん せ い 竜 司

宏 美

大 石 沢 高　橋　喜久雄 （79）

舟 渡 塚 原 三 雄 （79）
小 国 町 舟 山 マ ス （90）

五 味 沢 齋 藤 き ん （95）
湯 花 小 林 房 男 （73）
岩 井 沢 佐 藤 三 郎 （75）
松 岡 保 科 英 雄 （87）
小国小坂町 　今　　圀　雄 （74）
若 山 舟 山 せ い （90）
叶 水 渡 部 拓 雄 （77）
幸 町 小椋　銀右　門 （90）
伊 佐 領 舟　山　チヨノ （91）
栄 町 渡 邊 チ エ （85）
町 原 前　田　一太郎 （85）

大 宮 安 部 さ よ （89）
北 小 嶋 澄 子 （84）

沼 沢 小　池　　誉　
ほまれ 善 典

朋 美

岩 井 沢 渡 部 雅 俊
まさ と し 清 美

俊 英

新 潟 県 伊　藤　　傑　
岩 井 沢 木 村 由 紀
新 潟 県 板 越 貴 裕
黒 沢 塚 原 千 晴
岩 井 沢 高 橋 雅 憲
米 沢 伊 藤 洋 子

東 原 伊 藤 拓 也
大 石 沢 渡　部　奈津美
京 都 府 佐 藤 翔 輔

北 井 上 美 嶺

北 竹 田 一 平
小国小坂町 高 橋 祐 未

人 口

世帯数

男 …

女 …

計 …

4,522人

4,751人

9,273人

3,258世帯

（17）

（ 4 ）

（21）

（29）

平成21年4月30日現在

　
樽
口
観
光
わ
ら
び

園
に
取
材
に
お
伺
い

し
た
時
の
こ
と
。
私

も
観
光
で
訪
れ
た
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
、

わ
ら
び
園
の
斜
面
を

登
っ
て
み
ま
し
た
。

息
を
切
ら
し
な
が
ら
、
山
の

斜
面
を
登
り
、
ふ
と
後
ろ
を

振
り
返
る
と
、
美
し
い
山
村

の
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
わ
ら
び
の
収
穫
と
同
時

に
、
景
観
も
楽
し
め
る
こ
と

を
、
こ
の
日
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

　
樽
口
地
区
の
み
な
さ
ん
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
加
藤
）

　認知症の診断をうけて病気とともに生活すること
になった時は、本人・家族が穏やかで心地よい生活
ができるよう上手に対応していくことが大切です。
認知症になってもできることはたくさんあります。

★介護者のストレス解決策を持ちましょう。相談で
きる人や場所、交代してくれる人やサービスの活
用、周りの理解や協力が得られる環境づくりが大
切です。

★将来的な問題を予測し検討しておくことも必要で
しょう。（権利擁護など）

（※新しい認知症ケア　認知症介護研究・研修東京センター資料より引用）

元気や生きる力をひきだすプラスの関わり

マイナスの関わり方 プラスの関わり方
誇りを傷つける

急がせる

きりきりする

怒り顔

一人きりにする

手を出す

口を出す

否　定

説　得

一度にたくさん

何もすることがない

刺激がない

失敗はそうっと見て見ぬふり

ゆったり

お茶でも一服

にっこり

そばにいる、一緒にやる

少し待つ

黙って見守る

話を合わせる

本人の気持ちが動くシナリオで

一つずつ

出番、楽しみごとをつくる

五感や感情に働きかける


